
事業項目

⑴　技能五輪全国大会

　の予選の実施等

　

　

　

⑵　卓越した技能者

（現代の名工）の表彰

　制度の紹介コンテン

　ツの作成支援

(3)「地域発！いいも
　の」応援事業及びグ

　ッドスキルマーク事

　業の休止に伴う対応

事業項目

(1) ものづくりマイス

  ターの開拓

  

  

(2) ものづくりマイス

  ターへの説明

  

・　両事業において、事業所からの問合せの実績は無し。

２　ものづくりマイスターの認定、登録に関する業務等について

実　施　計　画 実　施　状　況

  認定を受けたものづくりマイスターに対して、

　両事業のいずれかの認定を受けた事業者から認
ター定内容の変更・廃止等の相談を受けた際は、セン

ターに問い合わせるように伝える。

　認定辞退者数や地域のニーズ等を踏まえて、も

のづりマイスターが不足している職種を中心に、

業界団体や技能検定委員等へものづくりマイスタ

ーに係るリーフレットを事前に配布するととも

に、個別に企業・事業所を訪問し、積極的に掘り

起こしに努める。

　・　訪問先　：業界団体、技能検定委員

　　　　　　　　の所属企業・事業所など

　・　訪問頻度：月２回×１人×１０月

・　ものづくりマイスター認定申請予定者のうち、職業訓練指導員免許

２職種 ２名 ２教育関係機関

・　センターから１１月２０日、建具職種　佐藤隆洋氏の取材依頼を調
　整中との情報提供があった。

　　　システム管理、木材加工） 電子回路組立て 迫田　有翔 川内職業能力開発短期大学校

造　　園 池田　龍星 県立鶴翔高等学校

  センターからの要請に応じて、コンテンツの作

成支援を行う。

　令和５年度の被表彰の紹介コンテンツのうち、

被表彰者のプロフィール、仕事に対する思い、こ

れから入職する若者に伝えたいことについて、セ

ンターが示す編集方針に沿って被表彰者に対して

取材を行い、取材結果をセンターに提出する。

 　　 日程　令和５年８月１日～２日〔静岡県〕

　　（メカトロニクス、ＩＴネットワーク 職　　種 氏　　　名 所　　　属

県立宮之城高等技術専門校
森田　洋介 敢闘賞

４職種 ９名 ５企業等

有限会社 山崎工務店

　　　日本料理） 寺園　玲音 赤瀬川建設株式会社

西   蛍太

　　ｲ)　若年者ものづくり競技大会:３職種  　　   ｲ)　第１８回若年者ものづくり競技大会

ｲ　技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会への参加支援の実施

 大会への参加支援の実施 　

田中 稜

  ｱ)　第６１回技能五輪全国大会

　  　日程　令和５年１１月１７日～２０日〔愛知県 他〕

職　　種 氏　　　名 所　　　属 備　考

敢闘賞

家　　具

福永　涼介 山口建装株式会社　　

　・　参加職種と参加人数（予定） 岡﨑　龍生
県立宮之城高等技術専門校

敢闘賞

　　ｱ)　技能五輪全国大会:８職種  １３人

左　　官 白井　朔弥 有限会社 田畑工業

　・　参加予定人数：１０名

　・　開催時期 　 ：令和５年４月から

　　　　　　　　　　令和５年７月まで

　

　・　共催　　　　：県職業能力開発協会   ・　予選会の実施　　  未実施

　・　競技職種　　：日本料理１職種を予定

令和５年度若年技能者人材育成支援等事業鹿児島県技能振興コーナー実施状況報告

令和５年１1月３0日現在

１　地域における技能振興事業の実施

実　施　計　画 実　施　状　況

ｱ　技能五輪全国大会の予選の実施 ｱ　技能五輪全国大会の予選の実施

　　訪問先：鹿児島県畳工業組合、鹿児島県瓦工事業組合、

　　　　　　有限会社いらか等　　　　　　１７社・団体

実技指導等に当たる前に、指導技法等講習受講す   等の未取得者に対し受講の必要性を説明した。

　・  技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競

　　技大会に参加する選手等に対して、参加旅費

　　及び工具等の運搬費を支給するとともに、鹿

　　児島県技能競技大会実行委員会等の協力を得

　　て、参加料及び強化訓練費を支給する。

・　新規ものづくりマイスターの開拓を実施した。

　　また、ものづくりマイスター申請予定者１５名に対し、新旧認定基

　準に基づく申請方法等の説明を行った。

　　（メカトロニクス、電子機器組立て、 建　　具 福留　紫音 山口建装株式会社　　 金　賞

　　　家具、建築大工、建具、造園、左官、

建築大工

岩本　陽晴

　・　選手募集の　：関係職種団体の協力を得

      方法          て、その会員や青年技能者

                    等へ広く選手を募集する。

　・　観客募集の　：県職業能力開発協会のホー
　      周知方法　　　ムページや広報誌等で、県

                    民の皆様に技能五輪全国大

                    会の予選会を広く周知す

                    る。

ｲ　技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６人　

る必要がある旨を周知する。



事業項目

(3) 申請書類等の取り
　まとめ  まとめ

事業項目

(1) 若年技能者の人材

　育成に係る相談・援

　助等

(2) ものづくりマイス

　ターの派遣による指

　導の実施 　 　

  ｱ 派遣対象企業等・

  指導対象者

  (ｱ) 派遣対象企業

　  等は、次のとお

    り。

    ① 中小企業（中

     小企業基本法第

     ２条に定める中

     小企業者をい

     う。以下同

　   じ。）

    ② 業界団体（商

     工会、協同組合

     等の事業主団体

     や産業別労働組

     合をいい、法人

     格の有無は問わ

     ない。以下同

     じ。）

  県雇用労政課、県教育庁の高校教育課、義務教

育課へ事業実施の協力を働きかけるとともに、年

度始めに、業界団体、教育関係機関への事業説明

会を開催し、周知に努める。

　また、技能検定担当課が毎年度実施している業

界団体、企業・事業所（４５箇所）や高等学校

（２８校）への技能検定制度の普及や受検勧奨の

訪問時に、実技指導の新規活用を要請するととも

に、県協会主催の技能検定委員会、３級連絡会議

    のべ人数　　：１４６人

派遣対象企業等・指導対象者
　    派遣日数　　：８７人日

    新規派遣件数：３７件 １，２５０人日

    ものづくりマ

合　　計  １７職種 １，９２３人日  １６２人日 ４９日

(4) ものづくりマイス
　ターに対する研修

３　ものづくりマイスターの活用に係る業務について

実　施　計　画 実　施　状　況

  ｳ　交通費の負担

       指導技法等講習及びその講師養成研修に

     参加する者に対して、規定に従い交通費を

     支給する。ただし、受講手当は支給しな

     い。

  ｴ　センター主催「事例発表・意見交換会」へ

　

ｱ　上半期は、職業訓練指導員免許等の未取得者のものづくりマイスター

 １０名の方に指導技法等講習の案内文を送付し、９名の方が受講した。

ｲ 　個人情報保護、ハラスメント、指導技法について、受講生に講習を

  実施した。

む指導技法等講習を実施する。

  ｱ　研修の開催頻度や時期

       年２回程度を目安に、指導技法を学んだ

     講師による講義形式により実施する。

  ｲ　研修内容

  新たに認定を行ったものづくりマイスターに対

して、実技指導の結果報告作成方法等の事務を含

い、申請書類をまとめてセンターに提出する。

・　ものづくりマイスター新旧認定基準の要領により、認定申請書の受
　  理を行いセンターへ提出した。

       認定職種　　　機械加工　　　２名（内機械保全　１名）

                     かわらぶき　　５名　畳製作　　　５名

ｳ　受講者に対し、交通費を支給。

     スターによる指導技能が全国的に均一化で

     きるようにする。必要に応じて、個人情報

　   保護、セクシャルハラスメント・パワーハ

     ラスメントの防止、若年者・学生との接遇

     といった面の知識付与や実技指導派遣依頼

     元の意見等を踏まえた研修を行う。

 

ｴ　・令和５年8月３日開催の事例発表には、機械加工のものづくりマイ

     スター1名が参加。

日　数

中小企業・団体
　　　　２団体等    ２職種 １０４人日  １２人日 １２日

・　相談件数　　５９件
・　相談件数の内訳
　　ものづくりマイスターの活用　　２４件
　　　①　認定・登録関係　　２件
　　　②　実技指導関係　　　７件
　　　③　その他　　　　　１５件
　　技能振興　　　　　　　　　　　３５件

実　施　計　画 実　施　状　況

　ものづくりマイスターの認定申請書の受理を行

　 ・令和５年１０月３日開催の事例発表には、電子機器組立てのものづ

公共施設等
イベントエリア ２回

・援助を行い、ものづくりマイスター等の派遣の

 １４職種 １，３４２人日  １０５人日 ３日

マイスター数

高等学校　 ５校    ６職種

  技能振興コーナーの相談窓口に、職業訓練指導

員有資格者とシステムエンジニア経験者のコーデ

ィネーター（２名）を配置し、当協会が実施して

                     塗装　　　　　３名　建築板金　　１名

　                         計　　１６名（延べ１７名）

コーディネートを行う。

・　ものづくりマイスターの派遣による指導の実施

   の参加勧奨

       センターの準備する指導技法等講習の実

     施に関する支援を活用し、ものづくりマイ

いる業界団体、企業・事業所、学校等への技能検

定制度の普及や職業訓練指導員の育成等の際に得

た実技指導等に関する情報を活用しながら、人材

育成に係る取組方法や実技指導等についての相談

等の開催時にものづくりマイスター事業の説明を

行い、実技指導の新規活用を要請する。さらに、

研修や講習等を積極的に実施している業界団体等

を事前に調査把握し、実技指導の新規活用を提案

する。

    イスター派遣

     くりマイスター１名が参加。

１１月末現在

区分 職　種 受講者数

４７７人日  ４５人日 ３４日



事業項目

    ③ 工業高校等学

     校（公共職業能

     力開発施設を除

     く。)

　  ④ 公民館・集会

     所等の公共施設

　   又はショッピン

     グモール等民間

     施設のイベント

　   エリア等

　

　

　

　

 

　

　若者に対する「もの

づくりの魅力」発信

 ｱ　地域若者サポート
 
　ステーション事業の

　支援対象者に対する

「ものづくりの魅力」

　発信の実施

    ２団体×３０人×２日＝１２０人日

   １０企業×３人×２日＝　６０人日

実　施　計　画 実　施　状　況

　① 中小企業   　  　   ２０企業等

　                       １６０人日

     ５企業×４人×３日＝　６０人日

     ５企業×４人×２日＝　４０人日

  ② 業界団体　　　　　　　　５団体

 　                　　　２４０人日

 を行う。

    ２団体×３０人×２日＝１２０人日

３日

ｱ　県内３事業所に対して周知活動を実施したが、要請はなかった。

合　　計 １４職種 １、３４２人日 １０５人日

塗装 ９６人日 ６人日

造園 ７２人日 ６人日

かごしま県民交流
センター

畳製作 ８０人日 ７人日

広告美術仕上げ ２００人日 ６人日

家具製作 ６４人日 ６人日

建具製作

建築大工 ６４人日 ６人日

左官 ３２人日 ４人日

和裁 ９６人日 ７人日

６４人日 ６人日

タイル張り ２２人日

建築板金 ９６人日 ７人日

２日

タイル張り ４０人日 ３人日

表装 ９６人日

塗装 １３人日 ４人日

ガラス施工 ２１人日 ３人日

ガラス施工 ９６人日 ３人日

内装仕上げ施工 ９６人日 ２人日

６人日

④　公共施設・民間施設等

公共施設等 職種名 受講者数 マイスター数 日　数

鹿児島
高等技術専門校

家具職種 ２１人日

４人日

畳製作 ２１人日 ４人日

表装 １７人日 ４人日

４人日

１日

建築大工 ２０人日 ５人日

左官 １５人日 ２人日

５高等学校 ６職種 ４７７人日  ４５人日 ３４日

種子島高校 電子機器組立て ３６人日 ４人日 ２日

野田女子高校 パン製造 １１９人日 １１人日 ６日

鶴翔高校

造園 ２５人日 ６人日 ６日

鹿児島工業高校

左官 ２４人日 ４人日

加治木工業高校
建築大工 ３３人日 ３人日 ３日

電子機器組立て ７８人日 ４人日 ２日

４日

建築大工 ７５人日 ５人日

パン製造 ２０人日 １人日 １日

左官 ３６人日 ４人日 ２日

５日

機械加工 ３１人日 ３人日 ３日

２企業・団体 １職種 １００人日 １０人日 １０日

③　工業高校等

高等学校名 職種名 受講者数 マイスター数 日　数

実施施設名 職種名 受講者数 マイスター数 日　数

鹿児島建築工友会 建築大工 １００人日 １０人日 １０日

大翔工建有限会社 とび ４人日 ２人日 ２日

実施施設名 職種名 受講者数 マイスター数 日　数

ｱ　サポステからの協力要請があった際は、もの

 づくりマイスターを派遣し、ものづくり体験等

    ２施設×１０人×４職種×１日＝　８０人日

    １施設×１０人×４職種×２日＝　８０人日

    ２施設×５０人×４職種×２日＝４００人日

①　中小企業

②　業界団体

２企業・団体 １職種 ４人日 ２人日 ２日

                         ５６０人日

 

　③ 工業高校等　　            ８校

　　　　　　　　　　　　 ２９０人日

　   ２校×１０人×５日＝１００人日

　　 ５校×１０人×３日＝１５０人日

　　 １校×４０人×１日＝　４５人日

　④ 公共施設・民間施設等　  ４施設



事業項目

 ｲ　小中学校等の児

　 童・生徒に対する 

 「ものづくりの魅力」

   発信

４　地方公共団体、経済団体等との連携会議の設置・運営について
事業項目

　ア　鹿児島労働局職業安定部訓練課
　イ　鹿児島県商工労働水産部雇用労政課
　ウ　鹿児島県教育庁高校教育課
　エ　鹿児島県教育庁義務教育課
　オ　鹿児島市産業局産業振興部雇用推進課
　カ　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　
　　　鹿児島職業能力開発促進センター
　キ　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　　　九州職業能力開発大学校　附属川内職業能力開発短期大学校

　ケ　鹿児島県高等学校教育研究会工業部会

　コ　鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会

　サ　鹿児島県中小企業団体中央会

小学校 １１月末現在

・「ものづくりの魅力」発信事業の実施

４高等学校等 ２職種 ２９８名 ２５名 ２５日

２日

６名

１施設 ３職種 ２７６名 ２０名

実　施　状　況

かごしま県民交流
センター

IT ４８名 ６名

２日フラワー装飾 １００名

小学校名 職種名 受講者数 熟練技能者 日　数

８名

配管 １２８名

　ク　鹿児島県立宮之城高等技術専門校

実　施　計　画

（１）連携会議の設置 (1) 連携会議の設置
・委員

霧島市立
上小川小学校

フラワー装飾 ３６名 ２名 １日

　地方公共団体、教育関係機関、関係団体等で構
成する連携会議を設置し、運営する。
　なお、構成団体から十分な協力が得られ、効果
な意見等が得られるよう、委員の選定を行う。

施設名 職種名 受講者数 熟練技能者 日　数

園芸装飾 ２５名 ５名 ５日

９０名 ５名 ５日

１３校 １５職種 ７６６名 １２４名 １６日

公共施設等 １１月末現在

(4) 熟練技能者等に
　よる派遣指導及び
「ものづくりの魅力」
　発信事業の実施

  ものづくりマイスターの対象職種でない業界団体
や農業・園芸系の学科がある高等学校等に対して、
園芸装飾やフラワー装飾等の実技指導の新規活用を
要請する。実技指導を実施することにより、若年技
能者や高等学校等の生徒の技能習得意欲を増進させ
るとともに、技能検定受検を勧奨することにより、
技能士の育成・確保に努める。
　また、ものづくりマイスターに準ずる技能者を実
技指導等に活用することにより、ものづくりマイス
ターの開拓・育成に努める。

・　熟練技能者等による派遣指導の実施

農業高校等 １１月末現在

高等学校名 職種名 受講者数 熟練技能者 日　数

市来農芸高校

フラワー装飾

１１５名 ５名 ５日

農業大学校
８名 ４名 ４日

鶴翔高校 ６０名 ６名 ６日

鹿屋農業高校

姶良市立
三船小学校

建具製作 ３８名 ７名

１日表装

１日

霧島市立
上小川小学校

和裁 ３２名 ６名 １日

２５名 ５名

建築板金 ２６名 ４名

長島町立
鷹巣小学校 和菓子製造 ２５名 １名

指宿市立
北指宿中学校

和裁 ９１名 １８名 ３日

西之表市立
下西小学校

畳製作 ２３名 ４名

和裁 １７名 ４名
１日

６名

出水市立
野田中学校

建築大工 ３５名 ７名 １日

姶良市立
柁城小学校

建具製作 ３０名 ６名

１日タイル張り ３０名 ７名

塗装 ３０名

５名

鹿児島市立
大明丘小学校

造園 ３６名 ３名
１日

和菓子製造 ３６名 １名

霧島市立
国分北小学校

工場板金 ３０名 ５名

１日家具製作 ３０名 ５名

畳製作 ３０名

大崎町立
大崎小学校

建築板金 ３３名 ６名
１日

建築大工 ３３名 ７名

南さつま市立
万世小学校

パン製造 ３０名 １名
１日

畳製作 ３２名 ４名

実　施　計　画 実　施　状　況

ｲ　派遣日数　　　  　　　：２４日
　　 派遣件数　　　　　　：２４件
 　  ものづくりマイスター
　　 派遣延べ人数　　　  ：１００人
　   活 動 数            ：８００人日

　(小学校)　   　　　１９校　６００人日
　 　　　４校×５０人×１日＝２００人日
　　　　 ５校×４０人×１日＝２００人日
       １０校×２０人×１日＝２００人日

  (中学校)　     　　　５校　２００人日
　  　 　５校×４０人×１日＝２００人日
〔派遣職種〕
  造園、機械加工、電子機器組立て、建設機
  械整備、家具製作、建具製作、畳製作、建
  築大工、建築板金、とび、タイル張り、防
  水施工、内装仕上げ施工、塗装、左官、広
  告美術仕上げ、パン製造など

小学校等名 職種名 受講者数 マイスター数

奄美市立
伊津部小学校

配管 ２１名 １名
１日

建築板金 ２１名 ５名

日　数

南九州市立
知覧小学校

左官 ３２名 ６名 １日

     ２地区×１０人×２職種×１日＝４０人日

 

     １地区×２５人×２職種×２日＝１００人日

・　職  種：園芸装飾、フラワー装飾

  派遣計画

    派遣日数    ：１９日

    派遣件数　　：６件　２９０人日

    熟練技能者等

　  派遣延べ人数：２７人

  （農業高校等） 　 　３校　１５０人日

      ３校×１０人×５日＝１５０人日

  （公共施設等）

     ３施設　１４０人日



事業項目

　シ　鹿児島県技能士会連合会

　ス　社団法人鹿児島県建築協会

　セ　株式会社現場サポート

　ソ　鹿児島県職業能力開発協会

事業項目

　全国斉一的な事業展
 開 
  

実　施　状　況

・ブロック会議への参加

実　施　計　画

・　１０月１７日開催の地域技能振興コーナー職員会議に３名参加
・研修等への参加 ・　１１月２７日開催の企業とものづくりマイスター（ＩＴ部門）・

　　（＋ＤＸ）を結ぶ指導好事例講習会に３名参加

実　施　計　画

  センター主催の全国会議、ブロック会議、
研修等に参加し、積極的な事業展開を図る。

・全国会議への参加 ・　４月２５日開催の全国会議に２名参加

実　施　状　況

（２）連携会議の開催
　　回数

5  全国斉一的な事業展開の担保

　・開催時期　:第１回   令和５年　４月
　　　　　　 　 :第２回   令和５年１２月

  ・想定する議題

             ：第１回 　実施計画を踏まえたも

                        の

・開催時期
  第１回　令和５年４月２６日(金)
　　　　　ポリテクセンター鹿児島　会議室
　（議題）① 令和４年度事業実施結果について
　　　　　② 令和５年度事業推進計画等について
　　　　　③ 意見交換等
          上記について、各委員に説明を行い推
　　　　　進計画を決定した。

　第２回　令和５年１２月開催
　（議題）① 令和５年度事業進捗状況報告について


